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これらの体験を通して、福祉は特別なことではなく、相手の立場に立って考え、行動する

ことの積み重ねであると学んだ。サポートの大切さを理解し、これからは困っている人を

見かけたら、自分から声をかけるなど、できることを実践していきたい。 
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（学校の写真） 

＜第３学年：すきです！石井北 パート２～名人さんから学ぼう～＞ 

様々な特技をもつ名人さんと関わる中で、名人さんの技能や生 

き方、考え方を学び、自分の将来の夢やこれからの生き方を考え 

ることをねらいとして授業に取り組んだ。 

児童が知っている地域の名人さんを招いた活動では、美容師の方から、髪を切ると

きに気を付けていることを聞いたり、実際に髪をカットして仕事を体験したりする中

で、美容師という仕事の魅力を感じることができた。他にも漫画家、食育アドバイザ

ー、ダンス講師などいろいろな名人さんの話を聞いたり、実際に体験したりして充実

した活動になった。 

この活動を通して、地域の人材に目を向け、地域への関心、愛着 

をもたせることができた。また、名人さんとの関わりや体験を通し 

て、様々な職業に触れたことで、特別な知識や技能を身に付けるこ 

とのすばらしさを知り、自分は何が得意なのか、どんなことが好き 

なのか等、自分のよさや可能性に気付くことができる学習となった。 

 

＜第１学年：たのしいあきいっぱい＞ 

秋の自然と関わる活動を通して、身近な自然の違いや特徴を見付 

けたり遊びに使う物を工夫して作ったりする活動に取り組んだ。 

 児童は、東山古墳公園に行き、夢中になって秋の虫探しや、どんぐりを拾う活動を

楽しみ、拾った葉っぱや木の実を使って、秋のおもちゃを製作した。今年度は、架け

橋プログラムの連携園である近隣の子ども園の年長児１４名を招き、秋祭りを一緒に

楽しむ計画を立てた。児童は、各グループごとに話合いを進め、どんぐりマラカスや

迷路など、思い思いのおもちゃを製作した。 

 この活動を通して、児童はみんなが楽しめる秋祭りになるよう 

に、場の設定や遊び方の工夫などを話し合いながら、試行錯誤し 

て粘り強く取り組む姿勢が見られた。また、入学以来、いろいろ 

なことができるようになった自分の成長に気付くことのできる学 

習となった。 

 

 

 

 

 

 


